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－ たいへんおせわになりました －
－ ありがとうございました －

３月になって、今までお世話になった先生方や先輩との別れを迎えました。
① ３日（金）ＡＬＴ チャーリー先生
チャーリー先生は４年間、長い時間タクシーに揺られながら来校し

てくださいました。学年に応じて「話す」「聞く」「書く」「話し合う
（会話を続ける）」の各領域で力がつくように、わかりやすく楽しい
英語の授業を進めてくださいました。また、休み時間には体育館で遊
んでくださったり、カードゲームにも参加してくださったりしました。
② ８日（水）ＩＣＴ支援員 河野先生

河野先生は、１０月から佐久間先生と入れ替わりで来校してくださいま
した。先生の本拠地は大阪ですが、いわき市の学校のほか東京でも支援員
としてお勤めされていらっしゃいます。本校にいらっしゃる際には、レン
タカーで平からおいでくださいました。いつも優しく、丁寧に教えてくだ
さいました。

③ １０日（金）学校司書 根本先生
根本先生は、図書室の運営や読み聞かせの支援、コンピュータシステ

ムによる蔵書管理を担当してくださいました。
１０日は、読書ＳＴの村田先生がすでに「卒業」してしまいましたの

で、根本先生による読み聞かせでした。この日、選んでくださったのは「たいせつなこと」とい
う題名の本でした。文字数こそとても少ない本でしたが、これから生きていくために何が大切な
のか、を深く考える１冊でした。また、１年間を振り返る機会を設けてくださり、たくさんの本
との出会いがあったことを思い出すことができました。

④ ３日（金）移動図書館
月１回、いわき市立図書館より小・中学校の子ども達のために、暑い時期

も寒い時期も長い時間をかけて、たくさんの本を携えておいでくださいまし
た。いつも楽しみに待っていた「移動図書館」ともお別れです。
⑤ １３日（月）中学校卒業式

運動会や明夢祭、校外学習など、様々な行事で中心的な役割を果たしてき
たＭ先輩が、この日をもって桶売中学校を卒業しました。中学校の鴫原校長
先生のご配慮により、児童も職員とともに参加することができました。
凛としたたたずまいのＭ先輩の姿からは、一抹の寂しさも感じられました。

児童は、１０日後にやってくる自分の卒業式を考えながらも、Ｍ先輩の飛躍
を心からお祝いすることができたようです。

㏜＊ 空間放射線値 ０．０８６μ ／ｈ （３月１５日 １０：００）

別れの３月

これまでのご支援とご指導、ご助力に心から感謝申し上げます



学校点描 ～学校生活フォトギャラリー～

本校の在籍児童は６年生Ｔさんだけなので、例年学校で行っている「６年生を送る会」ができ
ません。４月から「私はだれにも送られずに卒業してしまうのだな」とＴさんは、ちょっとだけ
寂しさをにじませていた、とお家の方からうかがいました。また、３学期が始まり、卒業に向け
た計画を作っている際にも、６年生を送る会ってどうなるの？と言っていました。
そこで、Ｔさんには秘密裏に「６年生を送る会ではなく、Ｔさんが６年間がんばってきたこと

を先生方で感謝しよう」と、教頭先生をリーダーに計画を進めました。中でも、先生方一人一人
から「Ｔさんのよさがわかる表彰状をつくって贈呈しよう」というアイディアが生まれました。
さらに会の前日、図書室に飾り付けをした後に鍵をかけて、Ｔさんにはわからないようにする念
の入れようです。
何もわからないままに図書室に呼び出されたＴさんは、おもむろに扉を開けました。「６年生

を送る会」のメッセージが目に入ってきて、おまけに全員の先生方が待っています。これは一体
なんのことだろう、と思ったＴさんは、開いた扉を一度閉めて、担任の先生に導かれながら入室
しました。
教頭先生の開会の言葉で、ようやく何が始まるのかを理解したようでした。
まず、みんなで「ハンカチ落とし」と「だるまさんが転んだ」を何回か行って楽しみました。

その後、先生方一人一人から賞状の伝達を行いました。教頭先生から始まり、順子先生、礼奈先
生、いつみ先生、調理員さん、会田さん、校長とそれぞれＴさんを表彰しました。
Ｔさんからは「６年生を送る会はないな、と思っていました。私のために先生方が工夫してく

ださって、とても楽しくて思い出に残る会になりました。ありがとうございました。」と感想を
発表してくれました。

Ｔさん、６年間、ずっとすばらしかったです。

６年間、がんばったね会 （３月１３日）


